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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

8/17現在 

父島 

99.14/100 

母島  

97.6/100 

 

7月気象状況  (父島) 

最高気温 34.4℃ 

最低気温 24.5℃ 

平均気温 28.6℃ 

平均湿度 82％ 

月降水量  33.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(8/1) 

      2,455人 

      父島   母島         

 人口  2,058人  397人 

 世帯  1,240     261 

                   
 

                
 

            

 

国
や
東
京
都
の
協
力
の
も
と
、
自
衛
隊
航
空
機
に

よ
る
小
笠
原
村
民
を
対
象
と
し
た
硫
黄
島
訪
島
事
業

を
７
月
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
戦
前
の
生
活

跡
や
小
学
校
跡
、
戦
跡
等
を
巡
り
、
拝
礼
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
後
、
硫
黄
島
旧
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公

園
に
お
い
て
献
花
に
よ
る
旧
島
民
慰
霊
を
行
い
ま
し

た
。 か

つ
て
の
硫
黄
島
は
、
南
国
の
恩
恵
を
存
分
に
享

受
し
、
豊
か
で
平
和
な
島
で
し
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て

荒
廃
し
、
さ
ら
に
旧
島
民
の
帰
島
も
叶
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

村
と
し
て
は
今
後
も
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
を
行
い
、

村
民
の
皆
様
に
硫
黄
島
を
知
る
機
会
を
設
け
る
と
共

に
、
旧
島
民
の
想
い
に
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
11
月
に
は
硫
黄
島
旧
島
民
を
対
象
と
し
た

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

【参
加
者
内
訳
】 

小
笠
原
村
民
57
名 

 

総
勢
82
名 

①
祈
念
公
園
で
の
献
花 

 
 

②
甘
蔗
圧
搾
機
跡
に
て 

          

③
硫
黄
ヶ
丘
に
て 

 
 
 

④
訪
島
事
業
の
記
念
写
真 

         

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

   

 

令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
熊

本
県
で
は
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災

者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

小
笠
原
村
で
は
、
被
災
者
の
方
々
の
救
援
、
今
後
の

復
興
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
義
援

金
の
受
付
を
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

【募
金
箱
設
置
場
所
】 

《父
島
》村
役
場
総
務
課
窓
口 

《母
島
》母
島
支
所
窓
口 

【設
置
期
間
】９
月
30
日
（水
）ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

総
務
課 

 

２―

３
１
１
１ 

  

夏
休
み
中
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
大
会
や
行

事
等
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

《愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
八
丈
島
大
会
》 

（島
し
ょ
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

７
月
２５
・
２６
日
）  

 
 

〇
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

３
位 

予
選
リ
ー
グ 

 
 
 
 
 

１‐

３ 

八
丈
島
（大
賀
郷
Ａ
） 

２‐

１ 

新
島
Ｆ
Ｃ 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 

６‐

１ 

八
丈
島
（大
賀
郷
Ｂ
） 

０‐

３ 

大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

３
位
決
定
戦 

 
 
 
 
 

２‐

１ 

神
津
島 

 

〇
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島 

12
位 

予
選
リ
ー
グ 

 
 
 
 
 

１‐

９ 

御
蔵
Ｆ
Ｃ 

２‐

３ 

八
丈
島
（大
賀
郷
Ｂ
） 

順
位
決
定
リ
ー
グ 
１‐

５ 

Ｆ
Ｃ
利
島
・式
根
島
Ｓ
Ｃ 

０‐

５ 

新
島
Ｆ
Ｃ 

０‐

６ 

ス
ー
ル
青
小
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

 

【小
笠
原
・母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

《島
し
ょ
大
会
（７
月
２１
日
・
２２
日
）》 

４
位 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

９ 

大
島
代
表 

３
位
決
定
戦        

０‐

５
八
丈
島
代
表 

 

【小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

《島
し
ょ
大
会
（７
月
１８
日
）》５
・６
位 

第
１
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

２ 

神
津
島 

第
２
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

２ 

大
島
連
合 

 

【小
笠
原
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】 

《都
大
会
》 

団
体
戦
（７
月
２１
日
） 

〇
女
子
団
体 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

２ 

松
沢
中 

個
人
戦
（７
月
２２
日
） 

〇
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（１
名
出
場
） 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

２ 

稲
城
五
中 

〇
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（１
組
出
場
） 

１
回
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 

０‐

２ 

佃
中 

〇
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（２
名
出
場
） 

１
回
戦 

小
笠
原
Ａ 

 

０‐

２ 

忠
生
中 

小
笠
原
Ｂ  

０‐

２ 
A

d
a
c
H

I 

〇
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（２
組
出
場
） 

１
回
戦 

小
笠
原
Ａ
組 

０‐

２ 

荒
川
四
中 

 
 
 
 
   

小
笠
原
Ｂ
組 

０‐

２ 

佃
中 

 

【小
笠
原
中
学
校
野
球
部
】 

《都
大
会
》 

（三
宅
・八
丈
・御
蔵
・小
笠
原
の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
） 

１
回
戦 

１４‐

０ 

新
島
・式
根
島 

２
回
戦 

０‐

７ 

大
島
合
同 

 

【母
島
中
学
校
剣
道
部
】（２
名
出
場
） 

《都
大
会
（７
月
２１
日
）》 

男
子
個
人
戦 

１
回
戦
敗
退 

  

ＮＯ.７９８ 

令和８年（２０２６) 

 ９/１(火) 

 

小笠原 -OGASAWARA- 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

「
硫
黄
島
訪
島
事
業 

実
施
報
告
」 

 } 

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
の
義
援
金
を

受
付
し
て
い
ま
す 

  

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 
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【小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

都
内
で
強
化
練
習
・交
流
試
合
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

【小
笠
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
】 

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合
及
び
合
同
練
習 

伊
藤
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
【品
川
区
】(

７
月
21
日) 

開
桜
ミ
ニ
バ
ス
【大
田
区
】(
７
月
22
日) 

 

【柔
剣
道
】 

《東
京
少
年
柔
道
・剣
道
練
成
大
会
（７
月
２７
日
）》 

〇
剣
道
団
体
戦 

１
回
戦
敗
退 

〇
柔
道
団
体
戦 

１
回
戦
敗
退 

 

【小
笠
原
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

《全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

予
選(

8
月
22
日
・
23
日)

》  

都
立
小
笠
原
は
成
城
学
園
と
対
戦
し
ま
す
。  

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２―

３
１
１
７ 

   

母
島
小
中
学
校
の
前
期
課
程
６
年
生
、
後
期
課
程

１
・３
年
生
を
対
象
に
、
現
役
の
お
が
高
生
た
ち
が
特

別
授
業
を
行
い
ま
す
。 

〇
お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
事
業
の
こ
と 

〇
お
が
高
で
の
学
び
、
部
活
動 

〇
放
課
後
の
生
活 

〇
ぎ
ん
ね
む
寮
で
の
暮
ら
し 

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
現
役
生
な
ら
で
は
の
お
話
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

公
開
授
業
で
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】９
月
28
日
（月
）午
前
11
時
15
分
～
正
午

（第
４
校
時
） 

※
海
況
等
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
は
、
母
島

支
所
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す 

【場
所
】母
島
小
中
学
校
１
階
交
流
室
（上
履
き
、
ス
リ

ッ
パ
な
ど
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

  

令
和
９
年
二
十
歳
を
祝
う
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【開
催
日
】 

《父
島
》令
和
９
年
１
月
１
日
午
後
２
時 

《母
島
》令
和
９
年
１
月
１
日
午
後
５
時 

【対
象
者
】 

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方 

②
村
外
に
転
出
し
て
い
る
が
、
小
笠
原
村
の
小
・中
学

校
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、
出

席
を
希
望
す
る
方 

【参
加
申
込
み
】 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
母
島
支
所
に
、
「二
十
歳
を
祝
う
会
参
加
申
込

書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
島
外
転
出
者
等
で

来
所
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「二
十
歳
を
祝
う
会
参
加
申
込
書
」等
を
印
刷
し
、
書

類
を
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

送
り
先
や
手
続
き
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【締
切
日
】 

９
月
30
日
（水
）必
着 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 
２―

３
１
１
７ 

   

Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ｎ
は
、
日
本
の
「境
界
（国
境
）地
域
」に
位

置
す
る
自
治
体
、
実
務
者
、
研
究
者
が
連
携
し
、
各
地

域
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
や
未
来
に
つ
い
て
と
も
に

考
え
、
解
決
策
を
探
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
毎

年
国
境
地
域
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

は
小
笠
原
村
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

【日
時
】
10
月
３
日
（土
） 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（詳
細
な
日
時
と
場
所
は
10
月
の
村
民
だ
よ
り
お
よ

び
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２―

３
１
１
１ 

  

 

令
和
７
年
度
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
」（令
和

７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月
分
）に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

寄
附
金
は
い
っ
た
ん
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
基

金
」に
積
み
立
て
を
行
い
、
村
の
振
興
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【使
途
別
】 

                      

●
問
合
せ
先  

 
 

財
政
課
財
政
係 

２―

３
１
１
２ 

 

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
更
改
に
伴
い
、
９
月
１９
日(

土)

午
前
０

時
～
２４
日(

木)

午
前
８
時
３０
分
（予
定
）の
期
間
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
さ
れ
ま
す
。 

 

停
止
期
間
中
は
、
「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子

申
告
・電
子
納
付
等
」及
び
「ｅ
Ｌ‐

Ｑ
Ｒ
・ｅ
Ｌ
番
号
を

利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

    

●
問
合
せ
先 

 
 

財
政
課
税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

   

乳
・子
・青
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制

度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

【新
し
い
医
療
証
の
交
付
時
期
】 

助
成
対
象
者
に
は
令
和
８
年
９
月
末
日
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。 

【加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
方
】 

世
帯
主
及
び
乳
幼
児
・児
童
・生
徒
・高
校
生
等
の

健
康
保
険
の
資
格
確
認
書
等
の
写
し
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

【医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
の
優
先
順

位
】 主

な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

〇
乳
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
乳
が
優
先

し
ま
す
。 

○
子
ま
た
は
青
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 

・住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
親
が
優
先
し
ま
す
。 

 

・住
民
税
課
税
の
場
合
、
子
ま
た
は
青
が
優
先
し
ま

す
。 

母
島
小
中
学
校
に
お
が
高
生
が
や
っ
て

く
る
！ 

  

令
和
９
年
二
十
歳
を
祝
う
会 

  

Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
６ 

＠
小
笠
原 

開
催
の
お
知
ら
せ 

   

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
停
止 

  

小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
状
況
に

つ
い
て 

  

医
療
費
助
成
（
乳
・
子
・
青
）
制
度
の

医
療
証
更
新
の
お
知
ら
せ 

  

ｖ 
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ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、
乳
・子
・青
・親

の
医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合

に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で
の 

混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

受
診
さ
れ
る
際
に
乳
・子
・青
・親
等
の
医
療
証
を
ご

提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（受
診
時
に
は
個

人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・請
求
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の
で
、

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

  

満
70
歳
以
上
の
都
民
の
方
は
、
お
申
込
み
に
よ
り

都
内
民
営
バ
ス
・都
営
交
通
（日
暮
里
・舎
人
ラ
イ
ナ

ー
を
含
む
）等
が
利
用
で
き
る
「東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ

ス
」を
購
入
で
き
ま
す
。 

【対
象
者
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
方
。 

満
70
歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。 

【費
用
】 

①
令
和
８
年
度
の
住
民
税
が
課
税
の
方 

１
万
２
千
円 

②
令
和
８
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

千
円 

③
令
和
８
年
度
の
住
民
税
が
課
税
だ
が
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
方 

千
円 

 

な
お
、
10
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
磁

気
カ
ー
ド
か
ら
Ⅰ
Ⅽ
カ
ー
ド(

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ)

に
移
行

し
ま
す
。 

○
記
名
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
を
お
持
ち
の
方 

お
手
元
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
情
報
を
登 

録
い
た
だ
く
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。 

○
記
名
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
を
お
持
ち
で
な
い
方 

新
規
発
行
に
必
要
な
預
か
り
金
５
百
円
と
電
子
マ

ネ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ
分
５
百
円
、
合
計
千
円
を
利
用
者

負
担
額
（千
円
ま
た
は
１
万
２
千
円
）に
加
え
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
で
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
と
同
時

に
新
規
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
を
発
行
し
ま
す
。 

【パ
ス
の
有
効
期
限
】令
和
９
年
９
月
30
日(

木) 

【必
要
書
類
】 

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
認
書
類 

 

〇
介
護
保
険
料
納
入
（決
定
）通
知
書
、
住
民
税
課
税 

／
非
課
税
証
明
書
な
ど
合
計
所
得
金
額
を
確
認
で
き 

る
も
の 

〇
「シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
」お
よ
び
現
在
使
用 

中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
（更
新
の
方
の
み
） 

 

一
斉
更
新
の
お
申
し
込
み
期
限
は
９
月
17

日

(
木)
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
パ
ス
発
行
ま
で
時
間

が
か
か
り
ま
す
。 

な
お
、
令
和
８
年
度
の
新
規
受
付
は
10
月
１
日

(

木)

か
ら
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

 
 
 

東
京
バ
ス
協
会 

０
３―
５
３
０
８―

６
９
５
０ 

 
 
 
 
 
 
 
(

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で) 

   

７
月
に
令
和
７
年
度
の
観
光
局
事
業
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
向
け
に
、
ア

ー
カ
イ
ブ
配
信
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴

く
だ
さ
い
。 

【配
信
期
間
】９
月
３０
日
（水
）ま
で 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

s://y
o
u
tu

.b
e
/sC

m
N

h
4
M

F
G

w
o
?
si

=
8
d
b
u
T

h
c
n
e
IK

4
zD

7
7
 

  

【観
光
局
事
業
報
告
内
容
】 

①
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画 

②
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動 

③
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動 

④
情
報
発
信 

⑤
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・対
応 

⑥
メ
デ
ィ
ア
対
応 

⑦
小
学
４
年
生
向
け
小
笠
原
授
業 

⑧
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

⑨
小
笠
原
ス
マ
イ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業 ⑩
令
和
８
年
度
の
事
業
展
開 

【報
告
発
表
者
】 

小
笠
原
村
観
光
局 

武
田
美
香
、
山
岸
李
花
子
、
追
川
裕
貴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

     

産
業
観
光
課 

２―

３
１
１
４ 

  

出
張
期
間
：７
月
12
日
～
８
月
１
日 

・南
鳥
島
視
察 

・硫
黄
島
訪
島
事
業
実
施 

・基
地
交
付
金
等
要
望
活
動 

・小
笠
原
航
空
路
協
議
会
出
席 

・ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
２
０
２
６
出
席 

・東
京
都
町
村
長
会
・東
京
都
町
村
長
議
長
会
合
同
会

議
出
席 

・東
京
都
町
村
会
に
よ
る
東
京
都
予
算
要
望
活
動
参

加 ・首
長
会
議
２
０
２
６
出
席 

・国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
東
京
都
支
部
理
事
会

出
席 

・道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
東
京
都
協
議
会
出
席 

・国
、
都
及
び
関
係
団
体
と
の
挨
拶
、
意
見
交
換
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

 

   

 

８
月
１
日
付 

【採
用
】 

《主
任
級
》 

医
療
課
診
療
所
係
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

舟
山 

明
美
（看
護
師
） 

８
月
31
日
付 

【退
職
】 

《係
長
級
》 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査 

大
塚 

宏
幸 

《主
任
級
》 

医
療
課
診
療
所
係
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

堀
越 

優
紀
（看
護
師
） 

《主
事
級
》 

医
療
課
診
療
所
係
（太
陽
の
郷
） 

太
田 

久
美
子
（介
護
福
祉
士
） 

       
  

令
和
８
年
９
月
７
日
（月
）か
ら
、
１
時
間
、
窓
口
休

止
時
間
を
設
け
ま
す
。
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
扱
時
間
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。 

【窓
口
休
止
時
間
】 

午
前
１１
時
３０
分
～
午
後
０
時
３０
分 

 
 ●

問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
郵
便
局 

２―

２
１
０
１ 

     

村
長
出
張
報
告
（
７
月
） 

  

小
笠
原
村
人
事
異
動 

  

小
笠
原
村
観
光
局
令
和
７
年
度
事
業

報
告
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
郵
便
局
か
ら
の
営
業
時
間
変
更

の
お
知
ら
せ 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 
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【実
施
日
程
】９
月
16
日
（水
） 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 
２―
３
１
１
３ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
４０
分
以
内
） 

【母
島
】 

《日
時
》
10
月
17
日
（土
）午
後
７
時
～
９
時 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
18
日
（日
）午
後
５
時
～
７
時 

《場
所
》村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】午
前
９
時
３０
分
～
５
時 

（土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】９
月
25
日
（金
） 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午
（１
件
あ
た
り
概
ね

20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
） 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

      

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
午
後
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す 

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
予 

約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後 

５
時
（祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）に
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進

課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

     

  

【日
時
】 

①
９
月
１
日
（火
）午
後
４
時
～
６
時 

②
９
月
28
日
（月
）午
前
11
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室                         

 
            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

《９
月
は
全
国
労
働
衛
生
週
間
の
準
備
期
間
》 

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
及
び
産
業
界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
10
月
１

日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間
を
実
施
し

て
お
り
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
を
準
備
期
間
と

し
て
お
り
ま
す
。 

各
事
業
場
に
お
い
て
は
、
労
働
衛
生
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
定
着
の

た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

《今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》 

「ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重
な
人
材 

心
も
体
も
健

や
か
に 

み
ん
な
生
き
生
き
健
康
職
場
」 

※
実
施
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《令
和
８
年
度
東
京
都
最
低
賃
金
額
改
定
の
予
定

に
つ
い
て
》 

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
令
和
８
年
１０
月
１
日
（木
）

よ
り
時
間
額
１
２
８
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
労
働
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
１
０
２ 

 

   

【お
が
っ
子
ア
ー
ト
・ス
ク
ー
ル
】 

P

R
事
業
と
し
て
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
美
術
・音
楽
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

絵
の
具
や
絵
本
読
み
歌
い
、
プ
チ
音
楽
会
な
ど
で
あ

そ
び
ま
し
ょ
う
！
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

【開
催
日
程
】９
月
28
日
（月
） 

《
1
～
3
歳
児
と
そ
の
保
護
者
》 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《年
少
～
年
長
児
と
そ
の
保
護
者
》 

午
後
1
時
30
分
～
3
時 

【講
師
】本
校
教
科
担
当
者
・保
育
士 

【定
員
】各
１0
組
（応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
） 

【参
加
費
】無
料 

【メ
ー
ル
】

S
10

0
0
2
14

@
s
e
c
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n
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e
tro

.to
k
y
o
.jp

  

      

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校
２―

２
３
４
６ 

（平
日
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
1
時
30
分
～ 

５
時
） 

   

東
京
都
が
実
施
す
る
、
高
齢
者
の
方
向
け
の
ス
マ

ホ
教
室
・相
談
会
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
等
必
要
な
機
材
を

備
え
た
車
内
で
実
施
し
ま
す
。 

〇
触
っ
て
み
た
い
け
ど
ち
ょ
っ
と
怖
い 

〇
持
っ
て
い
る
け
ど
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い 

〇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

と
り
た
い 

〇
マ
ッ
プ
で
迷
わ
ず
移
動
し
た
い 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

移
動
型
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催 

 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 申込みフォーム 
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〇
ス
マ
ホ
で
申
込
し
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が 

し
た
い 

周
り
に
聞
き
に
く
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
こ
と
、
こ

の
機
会
に
解
決
し
ま
せ
ん
か
。 

【対
象
者
】村
内
在
住
で
、
60
歳
以
上
の
方
（お
持
ち

の
携
帯
会
社
は
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
） 

【費
用
】無
料 

【持
ち
物
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

※
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
貸
し
出 

し
で
き
ま
す
。 

【日
時
・場
所
】 

                            

※
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

※
空
席
が
あ
る
場
合
、
予
約
な
し
で
の
参
加
も
可
能 

で
す
（現
地
係
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。 

     

●
予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
事
務
局 

０
８
０
０―

１
１
１―

７
３
５
６ 

(

通
話
料
無
料
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時) 

   
【令
和
８
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
】 

 

《期
間
》９
月
２１
日
（月
）か
ら
３０
日
（水
）
ま
で
の

１０
日
間 

①
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品
の
着
用
促
進 

②
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲
酒
運
転
や

「な
が
ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶 

③
自
転
車
・特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
の
理
解
・遵
守
の
徹
底 

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

以
上
４
点
を
運
動
重
点
に
、
小
笠
原
警
察
署
で
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
等
の
各
種
交
通
違
反
の
取
締
り
も
強
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（交
通
少
年
団
活
動
）】 

 

《日
時
》９
月
２２
日
（火
）午
前
１０
時
～
１１
時 

（雨
天
中
止
） 

 

《場
所
》東
町
三
角
広
場 

 

《内
容
》島
民
・来
島
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動 

 
 
 
 
 
 

パ
ト
カ
ー
・白
バ
イ
等
の
体
験
乗
車 

【母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
】 

 

《日
時
》９
月
２８
日
（月
）午
後
６
時 

 

《場
所
》母
島
村
民
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

《内
容
》交
通
安
全
の
講
話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

３―

２
１
１
０ 

    

【試
験
日
時
】令
和
８
年
１０
月
４
日
（日
）午
前
９
時 

【申
込
締
切
】令
和
８
年
９
月
２０
日
（日
） 

午
後
４
時
３０
分 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。 電

話
で
の
申
込
は
、
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。 

【試
験
場
所
】小
笠
原
警
察
署 

《学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》 

 

令
和
８
年
１１
月
２２
日
（日
）に
警
察
署
敷
地
内
で

原
付
の
実
技
講
習
（整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上

走
行
訓
練
）を
実
施
予
定
。 

 

※
実
技
講
習
は
天
候
等
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 

 

２―

２
１
１
０ 

       

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談
に
、
東
京

都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
児
童
精
神
科
医
師
、
児
童

心
理
司
、
児
童
福
祉
司
が
応
じ
ま
す
。 

【相
談
内
容
】 

 

〇
児
童
（
18
歳
未
満
）の
健
康
に
関
す
る
相
談 

 

〇
育
成
相
談 

（落
ち
着
き
が
な
い
、
友
達
と
遊
べ
な
い
、
い
じ
め
、
学

校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
緘
黙
、
チ
ッ
ク
等
の
習
癖
な

ど
）  

 

 

〇
知
的
・身
体
障
害
相
談 

（知
的
発
達
の
遅
れ
、
運
動
発
達
の
遅
れ
、
こ
と
ば
の

遅
れ
、
虚
弱
、
自
閉
傾
向
、
注
意
欠
陥
・多
動
に
関
す

る
も
の
） 

【母
島
】  

《日
時
》
10
月
３
日
（土
）午
後 

10
月
４
日
（日
）午
前 

《場
所
》母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【父
島
】  

《日
時
》
10
月
５
日
（月
）午
前
・午
後 

10
月
６
日
（火
）午
前 

  

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み
後
、
日
時

を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【申
込
締
切
】９
月
18
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

  

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
気
持

ち
よ
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？ 

【日
時
】９
月
２８
日
（月
） 

《対
象
》お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《対
象
》お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【持
ち
物
】飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽
な
服

装 （ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

【申
込
締
切
】９
月
２５
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先    

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

   

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

令
和
８
年
度
小
笠
原
地
区
巡
回
相
談

（10

月
） 

          

育
児
学
級
（
親
子
ヨ
ガ
教
室
）(

父
島) 

          

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験 
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小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【日
程
】 

《母
島
》
11
月
21
日(

土)

～
22
日(

日) 

《父
島
》
11
月
24
日(

火)

～
29
日(

日) 

※
予
約
受
付
は
10
月
30
日(

金)

開
始
で
す
。
予
約 

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
号
の
村
民
だ
よ 

り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【基
本
健
診
対
象
者
】 

年
齢
の
基
準
日
は
全
て
令
和
９
年
３
月
31
日 

〇
30
歳
～
39
歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る 

(

た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
健
診
対
象
で 

35
歳
以
上
の
方
は
、
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
の
事
前 

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。) 

〇
40
歳
～
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の 

方(

年
度
途
中
に
加
入
し
た
方
を
含
む) 

〇
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

 

〇
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

※
次
の
方
々
も
同
じ
日
程
で
、
健
康
診
断
を
受
け
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

〇
一
部
の
官
公
署
等
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

(

各
事
業
所
か
ら
ま
と
め
て
事
前
登
録
が
必
要) 

 

【が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
】 

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、
基
本
健
診
の
ほ
か
に

次
の
が
ん
検
診
等
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。 

《胃
が
ん
検
診(

胃
カ
メ
ラ)

》 

〇
50
歳
以
上
の
方
、
も
し
く
は
昨
年
度
の
内
視
鏡
検

査
で
所
見
の
あ
っ
た
方 

 

《大
腸
が
ん
検
診(

便
潜
血
検
査)

》 

〇
40
歳
以
上
の
方 

（父
島
）健
康
診
断
時
に
希
望
者
に
容
器
を
配
布 

（母
島
）予
約
受
付
時
に
容
器
を
配
布 

※
ど
ち
ら
も
指
定
さ
れ
た
日
に
提
出
と
な
り
ま
す
。 

 

《前
立
腺
が
ん
検
診
》 

〇
基
本
健
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

(

都
職
員
共
済
組
合
加
入
者
を
除
く) 

《肺
が
ん
・結
核
検
診(

胸
部
Ｘ
線)

》 

〇
40
歳
以
上
の
方 

 

《肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診(

Ｂ
型
・Ｃ
型)

》 

〇
40
歳
の
方 

 

《骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
》 

〇
40
歳
以
降
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

(

健
診
当
日
、
対
象
の
方
に
お
声
か
け
し
ま
す
。) 

 

《女
性
が
ん
検
診(

子
宮
頸
が
ん)

》 

〇
20
歳
以
上
の
方(

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
内
地
や

村
内
の
専
門
診
療
で
も
受
診
で
き
ま
す
。) 

 

《女
性
が
ん
検
診(

乳
が
ん
・超
音
波
検
査)

》 
〇
30
歳
以
上
の
方 

(
今
回
の
健
診
を
さ
れ
な
い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

使
っ
て
内
地
で
Ｘ
線
撮
影
の
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。) 

４
月
以
降
に
女
性
が
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ
れ

た
方
は
今
回
の
女
性
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

が
ん
検
診
等
は
、
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
し
、
対

象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

た
だ
し
、
次
の
方
は
９
月
18
日(
金)
ま
で
に
村
役

場
へ
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
村
民
課
福
祉
係
ま
た

は
母
島
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【事
前
登
録
が
必
要
な
方
】 

①
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
事
業
主
の
方 

基
本
健
診
対
象
者(

35
歳
以
上
の
被
保
険
者)

を

と
り
ま
と
め
て
、
事
業
所
あ
て
に
届
い
た
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で 

が
ん
検
診
等
の
み
を
受
診
し
た
い
方 

(

20
代
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
希
望
の
方
も) 

(

健
康
保
険
証
等
ご
加
入
の
医
療
保
険
を
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い) 

③
特
定
健
診
受
診
券(

セ
ッ
ト
券)

を
お
持
ち
の
方 

特
定
健
診
受
診
券
と
健
康
保
険
証
等
ご
加
入
の
医

療
保
険
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診 

国
の
肺
が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
に
伴
い
、

今
年
度
よ
り
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

〇
健
診
期
間
中
に
内
地
上
京(

滞
在)

に
よ
り
、
島
内 

で
受
診
が
で
き
な
い
方 

９
月
18
日(

金)

ま
で
に
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は

母
島
支
所
に
受
診
希
望
日
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

【受
診
可
能
日
程
】 

11
月
９
日(

月)

～
令
和
９
年
１
月
29
日(

金) 

※
土
日
祝
祭
日
・年
末
年
始
を
除
く 

【受
診
場
所
】こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

(

東
京
都
千
代
田
区) 

【登
録
期
限
】９
月
18
日(

金)

ま
で 

※
期
限
内
に
登
録
で
き
な
い
場
合
は
、
村
民
課
福
祉 

係
ま
た
は
母
島
支
所
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
い
た
だ 

い
た
後
、
10
月
30
日(

金)

以
降
に
受
診
票
が
お
手 

元
に
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
直
接
こ
こ
ろ
と
か
ら 

だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
に
予
約
の
お
電
話
を
し
て
い
た
だ 

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
例
年
予
約
が
取 

り
に
く
い
状
況
に
な
り
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承
く 

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

   

母
島
の
高
齢
者
・障
が
い
者
向
け
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー

の
講
習
・試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
父
島
開

催
は
１２
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【参
加
対
象
者
】 

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
利
用
し
て
い

る
方
や
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
に
興
味
の
あ
る
方 

【持
ち
物
】 

飲
み
物
と
動
き
や
す
い
恰
好 

【母
島
】 

《日
時
》令
和
８
年
１０
月
１２
日
（月
） 

午
前
１０
時
30
分
～
正
午 

※
雨
天
中
止

《場
所
》母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

《予
約
締
切
》
１０
月
９
日
（金
）正
午 

 

〇
主
催
：小
笠
原
村 

〇
協
力
機
関
：警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

    

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２―

３
９
３
９ 

      

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《診
療
日
》９
月
27
日
（日
）、
28
日
（月
） 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《診
療
日
》９
月
30
日
（水
）～
10
月
４
日
（日
） 

 
 
 
 
 
[

注
：
10
月
３
日
（土
）は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

３―

２
１
１
５ 

      

第
49
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

          

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
・
試
乗
会
の 

お
知
ら
せ
（
母
島
） 

           

皮
膚
科
専
門
診
療 

          



 NO．798 令和 8(2026)年 9 月 1 日(火)                  編集・発行 小笠原村総務課 

 

-7- 

   

9
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
2

│
２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（）内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

【リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
船
内
持
込
に
つ
い
て
】 

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
遊
具
（水
中
ス
ク
ー
タ
ー
、

ド
ロ
ー
ン
な
ど
）の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
お
取

り
扱
い
に
よ
っ
て
発
火
・発
煙
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。  

 

船
内
の
事
故
防
止
の
た
め
、
乗
船
中
は
お
客
様
の

お
手
元
に
て
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

充
電
す
る
際
も
必
ず
目
の
届
く
周
り
に
何
も
な
い

と
こ
ろ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【予
約
乗
船
券
の
購
入
期
限
に
つ
い
て
】 

 

お
電
話
や
来
店
に
て
事
前
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
に

つ
き
ま
し
て
は
、
必
ず
ご
乗
船
日
の
７
日
前
ま
で
に

窓
口
で
ご
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
無
連
絡
で

購
入
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
ご
予
約
を
取
消
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先       

父
島
営
業
所 

２―

２
５
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【試
験
日
】
11
月
15
日
（日
） 

【申
込
期
間
】９
月
28
日
（月
）～
10
月
15
日
（木
） 

【受
験
料
】 

《３
級
》３
３
０
０
円 

《２
級
》５
５
０
０
円 

【試
験
会
場
】 

《父
島
》商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

《母
島
》村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・級

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 

 

２―

２
６
６
６ 

   

   

茶
道
の
「型
」を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
独
特
の
「躾
」

身
を
美
し
く
す
る
生
き
方
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
盌
の
お
茶
を
点
て
て
自
分
と
向
き
合
い
、
相
手

へ
の
心
遣
い
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
、
子
ど
も
た
ち
に

日
本
の
伝
統
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

願
い
、
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【対
象
】５
歳
児
～
高
校
３
年
生
（未
就
学
児
は
保
護

者
の
同
伴
が
あ
れ
ば
参
加
可
能
で
す
） 

【日
時
】
１０
月
２５
日
（日
）、
１１
月
２２
日
（日
）、 

11
月
29
日
（日
）、
12
月
６
日
（日
）、
１２
月
１２
日

（土
）
１２
月
１３
日
（日
）（全
６
回
）  

 
 
 

※
午
後
１
時
３０
分
～
５
時
の
間
で
、
年
齢
等
に
よ
る

ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
時
間
を
区
切
っ
て
行
い
ま
す
。 

 

未
就
学
児
は
30
分
程
度 

 

※
日
時
は
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

【場
所
】奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【持
ち
物
】白
い
靴
下
ま
た
は
足
袋
、
帯
ま
た
は
ベ
ル

ト
、
ハ
ン
カ
チ 

【費
用
】一
人
３
千
円
（お
茶
、
お
菓
子
代
） 

初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
返
金

は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

応
募
人
数
が
十
名
以
下
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。 

【申
込
締
切
】
9
月
30
日(

水) 

【主
催
】小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【講
師
】裏
千
家
茶
道
准
教
授
竹
田
宗
洋 

 

 
 
 
 

（補
助
員
派
遣
：小
笠
原
茶
道
会
） 

※
こ
の
事
業
は
、
「令
和
８
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化
親

子
事
業
」で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

 

【メ
ー
ル
】og

a
sa

w
a
ra

sa
d
o
u
@

y
m

a
il.n

e
.jp

 

※
Q

R
コ
ー
ド
に
表
記
さ
れ
る
ア
ド
レ
ス
へ
の
ク
リ

ッ
ク
で
メ
ー
ル
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 
 

竹
田
洋
子 

 

０
９
０―

１
０
２
１―

０
４
１
０ 

       

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
詳
細
は
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【場
所
・日
時
】母
島
支
所 

９
月
15
日
（火
）午
前
11
時
～
正
午 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

９
月
16
日
（水
）午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《予
約
申
込
み
先
》 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０―

６
９
２―

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

  

【休
診
日
】９
月
１
日(

火) 

～
11
日(

金)  

※
診
察
は
９
月
14
日(

月)

か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

             

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
単位：円 単位：円

等級 大人 小人 学生

5,490 2,750 4,400

(+1,540) (+770) (+1,240)

6,590 3,290

(+1,850) (+920)

等級 A(3名用) B(2名用)

10,425

(+1,977)

9,773

(+1,853)

9,122

(+1,730)

1,044

(+198)

787

(+149)

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(
3

4

5

5

)

3

0

9

0

2等

村民割引

2等往復

個室椅子席 5,000 3,000

貨
物
運
賃

1等品

2等品

3等品

小口

0.1t以下

小口

0.075t以下

単位：円

等級 大人 学生 小人 19,432
65,840 56,330 32,920 (+3,504)

(+16,340) (+13,980) (+8,180) 18,090
47,550 38,040 23,780 (+3,262)

(+11,800) (+9,440) (+5,900) 16,641
35,820 28,660 17,910 (+3,001)

(+8,890) (+7,110) (+4,440) 1,947
31,450 25,160 15,730 (+351)

(+7,810) (+6,240) (+3,910) 1,449

等級 村民 村民小人 身障者 (+261)

51,580 25,790 32,920

(+12,800) (+6,400) (+8,180)

33,290 16,650 23,780

(+8,260) (+4,130) (+5,900) 　※ただし、入港日は午前9時～

25,080 12,540 17,910 　※昼休：午前11時30分～午後1時

(+6,220) (+3,110) (+4,440) 　※出港2時間前～出港までは乗船手続

22,020 11,010 15,730 　　のみのため当日券以外の販売はい

(+5,470) (+2,730) (+3,910) 　　たしません。

9月の燃料油価格変動調整金
※
ご

予
約
さ

れ
た
乗

船
券
は

ご
乗
船

の
７
日
前

ま

で
　

に
購
入

を
お
願

い
い
た

し
ま
す

。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

‐
6

3

8

1

‐
5

4

9

9

1等

2等品

特2等寝台

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

【乗船券販売時間】
午前8時～午後4時まで　

2等和室
小口

0.075t以下

1等

特2等寝台

2等寝台

2等和室

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

子
ど
も
茶
道
教
室
参
加
者
募
集 

 

母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

         

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
長
期
休
診 
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開
館
以
来
、
小
笠
原
の
生
き
物
の
保
全
や
魅
力
の

発
信
を
行
っ
て
い
る
、
す
み
だ
水
族
館
よ
り
、
活
動
や

繁
殖
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。 

【日
時
】９
月
９
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時 

【会
場
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
＆
オ
ン
ラ
イ
ン 

【配
信U

R
L

（Te
a
m

s
）】 

h
ttp

s://te
a
m

s.m
ic

ro
s
o
ft.c

o
m

/m
e
e
t/4

4
5
0
13

3
9
6
0
2
7
14

2
?

p
=

A
X

p
K

o
D

T
iA

trP

p
l6

e
D

v
 

【会
議ID

】 4
4
5
 0

13
 3

9
6
 0

2
7
 14

2
 

【パ
ス
コ
ー
ド
】 c

J2
7
jt3

N
 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
で
は
こ
れ
ま
で
に
母
島
や
南
島
で
海
鳥
の

化
石
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
過
去
の
鳥
類
相
が
現
在
と

異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
鳥

類
の
研
究
者
よ
り
、
南
島
で
見
つ
か
っ
た
陸
鳥
や
、
北

硫
黄
島
で
見
つ
か
っ
た
海
鳥
の
鳥
類
遺
骨
か
ら
分
か

っ
た
新
た
な
発
見
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

【母
島
】 

《日
時
》９
月
29
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時 

《会
場
》母
島
支
所
大
広
間 

【父
島
】 

《日
時
》
10
月
２
日
（金
）午
後
７
時
～
８
時 

《会
場
》小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

   

シ
ロ
ア
リ
条
例
（イ
エ
シ
ロ
ア
リ
等
の
母
島
へ
の
侵

入
防
止
に
関
す
る
条
例
）に
よ
り
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生

息
域
の
父
島
や
九
州
・沖
縄
な
ど
か
ら
の
材
木
や
植

栽
用
樹
木
等
の
持
込
み
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
か
ら
の
植
栽
用
樹

木
等
は
母
島
に
は
持
込
め
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
父
島
で
保
管
し
た
材
木
を
母
島
に
輸
送
す

る
際
に
は
、
事
前
に
村
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
村

の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
シ
ロ
ア
リ
条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
母
島
で
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
以
外
か
ら

の
土
付
き
苗
の
持
込
み
に
つ
い
て
温
浴
処
理
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
島
外
か
ら
苗
を
持
ち
込
む
際

に
は
、
必
ず
事
前
に
受
付
窓
口
の
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン

ズ
農
業
協
同
組
合
母
島
支
店
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
シ
ロ
ア
リ
条
例
に
関
す
る
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

環
境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

●
温
浴
の
申
込
み 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合 

 
母
島
支
店 

３―

２
３
３
１ 

【メ
ー
ル
】info

@
o
g
a
sa

w
a
ra

.isla
n
d
s.o

r.jp
 

            

 

東
京
都
は
海
ご
み
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
清
掃

活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
「使
い
捨
て
」な
ど
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
「Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
４
回
目
と
な
る
父
島
・母
島
で
の

海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
観
光
の
方
を

含
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
活
動
も
あ
り
ま
す
。 

世
界
的
に
深
刻
な
課
題
で
あ
る
海
洋
汚
染
か
ら
、

小
笠
原
の
青
く
透
き
と
お
る
海
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【実
施
期
間
】９
月
７
日(

月)

～
16
日(

水) 

【内
容
】 

○
海
岸
に
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て
み
ん
な 

で
清
掃
活
動
（父
島
・母
島
） 

○
大
村
海
岸
で
の
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
案
内 

に
よ
る
清
掃
活
動
（父
島
） 

○
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
等
で
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
案
内
に 

よ
る
海
岸
清
掃
活
動
（父
島
） 

清
掃
活
動
に
参
加
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
く

だ
さ
っ
た
方
に
は
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

詳
細
・参
加
方
法
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク

シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

      

●
問
合
せ
先 

（本
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
） 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
環
境
共
生
部 

東
京
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー 

０
３―

６
６
６
６―

９
１
６
２ 

（Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
） 

東
京
都
環
境
局
資
源
循
環
推
進
部
一
般
廃
棄
物
対

策
課 

 
 
 
 
 
     

０
３―

５
３
８
８―

３
５
８
１ 

  

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
ド
ル
フ
ィ

ン
ス
イ
ム
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
海
域
ツ
ア
ー
の
安

全
対
策
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
連
盟
と
連
携
し
、
溺
者
救
助
訓
練
講
習
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

【受
講
で
き
る
方
】 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
S

U

P
等

の
海
域
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
ガ
イ
ド
で
、
現
在
事
業

者
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
い
る
方 

【講
習
実
施
期
間
（予
定
）】 

１０
月
２８
日
（水
）、
10
月
２９
日
（木
）（予
備
日
） 

座
学
お
よ
び
屋
内
訓
練
を
半
日
、
海
域
で
の
訓
練
を

半
日
の
１
日
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

【講
習
受
講
申
込
み
期
間
】 

 

《申
込
期
間
》９
月
１
日
（火
）～
１８
日
（金
） 

 

《用
紙
配
布
・受
付
場
所
》村
役
場
産
業
観
光
課
ま

た
は
母
島
支
所 

 

 

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

【受
講
料
】３
千
円 

 

講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課 

２―

３
１
１
４ 

     

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

   

す
み
だ
水
族
館
と
小
笠
原
～
世
界
遺
産
の
自

然
を
つ
な
ぐ
～ 

講
演
会
の
ご
案
内 

         

『
バ
ー
ド
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
化
石
の

鳥
た
ち
コ
ン
ニ
チ
ハ
』
講
演
会
の
ご
案
内 

         

植
栽
用
樹
木
等
の
持
込
は
制
限
さ
れ
て

い
ま
す 

         

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン 

小
笠
原
の
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催 

 

溺
者
救
助
訓
練
講
習
の
実
施 

         

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除
に

伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め
に

つ
い
て 
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【作
業
区
域
】巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
・そ
の

周
辺
山
域
（住
宅
地
・東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く
。
）。
※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

９
月
５
日
（土
）、
６
日
（日
） 

天
之
浦
山
・巽
崎
、
鳥
山
・沿
岸
部
・赤
旗
山
・巽
谷
・

中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間
な

し ９
月
７
日
（月) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
11
日
（金
） 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
13
日
（日
） 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
17
日
（木
） 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
18
日
（金
）、
19
日
（土
） 

三
日
月
山
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区

間
な
し 

９
月
23
日
（水
） 

天
之
浦
山
・巽
崎
、
鳥
山
・沿
岸
部
・赤
旗
山
・巽
谷
・  

 

中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間 

な
し 

９
月
24
日
（木
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
25
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

９
月
26
日
（土
） 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

９
月
30
日
（水
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

    

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 

２―

２
１
６
７ 

    

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
・観
光
船
入
港
日
～ 

出
港
日
、
9
月
23
日(

水)

～
25
日(

金) 

【開
館
時
間
】午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

〇
「小
笠
原
諸
島
返
還
後
の
歩
み
～
当
時
の
様
子
を

振
り
返
る
写
真
展
」（新
館
）開
催
中 

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
小
笠
原
の
住
民
は
強
制
疎

開
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
本
敗
戦
後
、
欧
米
系

島
民
が
帰
島
し
米
軍
の
統
治
下
と
な
り
ま
し
た
。
１

９
６
８
年
に
返
還
さ
れ
た
当
時
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
展
で
す
。 

 

〇
「マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
展
～
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
だ
け
じ
ゃ

な
い
！
小
笠
原
」（本
館
）開
催
中 

 

小
笠
原
で
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
航
路
や
外
洋
の
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
船
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
イ
ラ
ス
ト
や

骨
を
展
示
し
て
生
態
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

   

父
島
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
た
く
ま
し
く
生
き
残
っ
て
い
る
父
島
の
昆
虫

た
ち
が
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ
れ
ら
の
昆
虫

の
観
察
と
同
時
に
父
島
に
ご
く
わ
ず
か
に
生
息
す
る

固
有
昆
虫
ヒ
メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
類
の
保
全
活
動
の
紹

介
を
行
い
ま
す
。 

父
島
の
昆
虫
相
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
親
子
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。 

【日
時
】９
月
12
日
（土
） 

（予
備
日
９
月
13
日
（日
）） 

午
前
９
時
～
11
時 

【場
所
】 

オ
ガ
グ
ワ
の
森
（長
谷
） 

【講
師
】一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
（Ｂ
Ｏ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）  

【集
合
】午
前
８
時
50
分
現
地
集
合
（事
前
申
込
制
） 

※
移
動
手
段
の
無
い
方
、
場
所
が
分
か
ら
な
い
方
は

午
前
８
時
30
分
に
奥
村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
集
合
（要

申
込
時
事
前
連
絡) 

【参
加
申
込
】 

９
月
10
日(

木)

ま
で
に
、
参
加
者
氏

名
・連
絡
先
を
次
の
連
絡
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

【Ｅ
メ
ー
ル
】 y

a
s
e
ik

e
n
@

g
lo

b
e
.o

c
n
.n

e
.jp

 

【Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

２―

２
２
０
６ 

【持
ち
物
】飲
み
物
、
帽
子
、
日
焼
止
め
、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
、
捕
虫
網
（あ
る
人
は
持
参
く
だ
さ
い
） 

【主
催
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会 

【協
力
】小
笠
原
村
、
小
笠
原
高
校
自
然
保
護
研
究
会 

 
●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会 

２―

２
２
０
６ 

       

「
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
（台
風
13
号
）の
到
来
を
乗
り
越
え
、

秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
小
笠
原
の
海
で

は
、
ま
だ
ま
だ
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
出
産
期
が

続
い
て
い
ま
す
。 

今
年
最
初
に
出
産
の
報
せ
が
届
い
た
の
は
例
年
よ

り
か
な
り
早
く
、
４
月
１３
日
の
こ
と
で
し
た
。
個
体

識
別
番
号
＃
２
８
１
（パ
ッ
ク
マ
ン
）が
、
新
生
児
を
連

れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
５
～
６

月
は
、
ほ
か
に
新
生
児
を
つ
れ
た
イ
ル
カ
を
見
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

待
ち
わ
び
た
第
二
報
が
届
い
た
の
は
７
月
２４
日
の

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
た
の
は
＃

３０
（リ
ッ
プ
）で
し
た
。
リ
ッ
プ
は
１
９
９
６
年
か
ら
小

笠
原
で
観
察
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
出
産

が
確
認
さ
れ
て
い
る
、
ベ
テ
ラ
ン
の
個
体
で
す
。
私
た

ち
の
記
録
で
は
２
０
１
４
年
以
来
１２
年
ぶ
り
の
出
産

記
録
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
７
月
２７
日
に
も
続
け
て
報
せ
が
届
き
ま

し
た
。
仔
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
た
の
は
＃
１
６
７
（し

ら
た
ま
）で
し
た
が
、
連
れ
て
い
た
の
は
実
の
仔
で
は

な
く
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
新
生
児
で
し
た
。
小
笠
原

で
は
２
０
１
３
年
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ

ル
カ
の
子
供
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が

観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
動
の
理
由
と
し

て
、
子
育
て
の
経
験
向
上
と
い
っ
た
自
分
の
利
益
の
た

め
、
単
な
る
新
生
児
へ
の
興
味
、
母
性
本
能
に
よ
る
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
の
行
動
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
説
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
正
確
な
理
由
は
わ
か
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
例
が
メ
ス

個
体
に
よ
る
も
の
で
、
授
乳
し
て
い
る
様
子
も
観
察

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
種
の
子
供
を
育
て
る
こ
と

は
難
し
い
の
か
、
同
伴
期
間
は
最
長
で
も
２
か
月
弱

で
す
。 

今
回
紹
介
し
た
個
体
の
ほ
か
に
も
、
お
な
か
が
大

き
く
膨
ら
ん
だ
イ
ル
カ
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ル
カ
た
ち
が
無
事
出
産
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
、 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

昆
虫
観
察
会
の
お
知
ら
せ 
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そ
し
て
、
仔
イ
ル
カ
た
ち
が
元
気
に
成
長
し
て
く
れ

る
よ
う
に
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ
た
際
は
、
優
し
く

そ
っ
と
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
う
し
た
イ
ル
カ
た
ち
の
仔
育
て
の
記
録
は
、

小
笠
原
の
イ
ル
カ
た
ち
の
く
ら
し
を
知
る
た
め
の
大

事
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
夏
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
を
撮
影
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
次
の
フ
ォ
ー
ム

よ
り
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
提
供
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。 

【Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

s://fo
rm

s.g
le

/i4
A

F
rZ

tY
6
p
ta

c
k
N

R

6
 

     

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
） 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
304 

 ―

産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
了
と
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
の
到
来―

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
休
館
と
な
り
一
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
休
館
中
も
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・ふ
化
後

調
査
や
大
村
海
岸
で
の
保
全
活
動
な
ど
、
調
査
研
究

事
業
は
通
常
通
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー

タ
や
な
っ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
た
大
き
な
ウ
ミ
ガ
メ
は
も
ち

ろ
ん
、
例
年
よ
り
も
少
な
い
頭
数
な
が
ら
も
今
年
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
達
も
新
し
く
入
槽
し
、
飼
育

業
務
も
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
島
民
の
皆
さ

ま
に
そ
の
成
長
や
元
気
な
姿
を
ご
覧
い
た
だ
け
な
い

こ
と
は
大
変
心
苦
し
い
で
す
が
、
水
槽
の
カ
メ
達
は
み

ん
な
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
９
月
に
入
り
、
２
０
２
６
年
度
の
産
卵
シ
ー

ズ
ン
も
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
村

海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
8
月
11
日
を
も
ち
ま
し

て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
島
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
期
間

中
た
く
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
二
見
港
湾
内
や
漁
港
内
、
さ
ら
に
は
奥
村

川
の
中
に
ま
で
カ
メ
、
カ
メ
、
カ
メ
と
、
た
く
さ
ん
の
ウ

ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
訪
れ
た
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

大
村
海
岸
に
お
い
て
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
調
査
を
開

始
し
て
以
来
最
多
と
な
る
３
６
０
巣
を
超
え
る
産
卵

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で

確
認
し
た
一
晩
あ
た
り
の
最
多
上
陸
頭
数
も
延
べ

31
頭
と
、
こ
ち
ら
も
過
去
最
高
を
記
録
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

産
卵
シ
ー
ズ
ン
は
ほ
ぼ
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

砂
浜
に
は
ふ
化
を
待
つ
卵
が
ま
だ
数
多
く
埋
ま
っ
て

い
ま
す
。
稚
ガ
メ
が
砂
か
ら
地
上
に
這
い
出
て
く
る
こ

と
を
「脱
出
」と
言
い
ま
す
が
、
脱
出
は
砂
の
温
度
が

下
が
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る
た
め
、
そ
の
多
く

は
夜
間
に
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
ス
コ
ー
ル
が
降
っ

た
直
後
な
ど
、
日
中
で
も
砂
の
温
度
が
下
が
れ
ば
明

る
い
う
ち
に
脱
出
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。  

 

自
然
の
砂
浜
で
稚
ガ
メ
の
脱
出
に
出
会
え
る
機
会

は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
赤
ち

ゃ
ん
ガ
メ
が
一
目
散
に
海
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
姿

は
、
誰
も
が
見
た
い
と
思
う
瞬
間
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
波
が
穏
や
か
な
日
に
は
、
海
へ
入
っ
た
稚

ガ
メ
た
ち
が
前
足
で
水
面
を
か
く
小
さ
な
音
が
聞
こ

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
笠
原
の
秋
の
風
物
詩
で

も
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
脱
出
を
探
し
に
、
夜
の
砂
浜
を

散
歩
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

〇
稚
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

脱
出
し
た
ば
か
り
の
稚
ガ
メ
が
街
灯
な
ど
の
光
源

に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
砂
浜
か
ら
道
路
に
出
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
街
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
稚
ガ
メ
を
見
つ
け
た
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー  

２―

２
８
３
０ 

夜
間
は
０
９
０―

１
４
６
１―

３
１
７
１ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ

ー) 【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

 

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
第
百
三
十
四
貝 

「
マ
イ
マ
イ
の
、I'll be back

」 

  

約
15
年
の
試
行
錯
誤
と
、
２
世
代
の
淘
汰
を
経
て
、

彼
ら
の
子
孫
は
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
き
た
。 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
や
本
土
の
動
物
園
や

水
族
館
で
は
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
飼
育
繁
殖
が
行

わ
れ
、
絶
滅
の
危
機
か
ら
救
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

室
内
繁
殖
が
続
く
と
飼
育
下
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い

性
質
が
受
け
継
が
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
室

内
で
増
え
て
絶
滅
の
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
種

か
ら
一
部
集
団
を
屋
外
の
野
生
下
に
近
い
環
境
で
繁

殖
さ
せ
る
。
世
代
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
野
外

環
境
で
生
存
可
能
な
性
質
を
保
つ
試
み
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
父
島
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属
は
も
う
ほ
と
ん

ど
野
生
個
体
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
飼
育
下
の
集

団
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

だ
が
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
ネ
ズ
ミ
に
狙

わ
れ
て
植
生
を
金
網
で
全
面
覆
う
こ
と
に
な
り
、
貝

食
性
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
侵
入
が
絶
え
な
い
た
め
、
電
気

柵
の
複
層
化
や
漏
電
対
策
強
化
が
必
要
に
な
っ
た
。

与
え
る
餌
植
物
の
種
類
や
与
え
方
、
種
に
合
わ
せ
た

日
当
た
り
や
湿
度
、
空
間
の
選
択
と
管
理
等
、
マ
イ
マ

イ
が
利
用
し
や
す
い
空
間
の
創
出
は
外
来
捕
食
者
対

策
と
両
立
し
よ
う
と
す
る
と
難
し
く
な
る
問
題
も
多

か
っ
た
。 

こ
う
し
て
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
ハ

ー
ド
ル
は
数
知
れ
な
い
が
、
と
う
と
う
こ
の
春
、
チ
チ

ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
２
世
代
目
で
十
分
に
成
長
し
た
６

個
体
が
屋
外
飼
育
施
設
を
卒
業
し
、
絶
食
絶
水
の
随

伴
生
物
排
除
を
経
て
、
室
内
飼
育
に
導
入
さ
れ
た
。

技
術
開
発
の
課
題
解
決
だ
け
で
な
く
、
う
ま
く
い
か

な
い
時
期
が
あ
っ
て
も
淡
々
と
施
設
を
メ
ン
テ
し
、
手

間
の
か
か
る
個
体
捜
索
を
し
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
た
飼
育
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
、

狭
い
空
間
内
で
も
干
ば
つ
や
台
風
な
ど
の
厳
し
い
天

災
に
耐
え
て
く
れ
た
マ
イ
マ
イ
に
敬
意
を
表
し
た
い
。 

さ
て
、
次
の
種
が
待
っ
て
い
る
。
ま
た
別
の
課
題
も

待
っ
て
い
る
が
、
き
っ
と
ハ
ー
ド
ル
は
乗
り
越
え
ら
れ

る
。 

               

【文
】自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章
【イ
ラ
ス
ト
】

小
野
恵 

※
マ
イ
マ
イ
の
生
息
域
外
保
全
は
環
境
省

事
業
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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 父 島 ・ 母 島 の ネ ズ ミ 対 策 に つ い て   

[関係機関で取り組んでいること] 

平成27年度から「有人島におけるネズミ対策にかかる行政連絡会」

等で対策を議論しており、小笠原の無人島での対策手法で有人島か

らネズミを根絶することは、環境影響や技術的な問題等から、現時点

では難しい状況です。当面は一斉防除の範囲拡大や効率的な防除方

法の検討をするとともに、以下の取組を組み合わせながら、被害の抑

制を図ります。 

自主防衛への支援 

 ◇ネズミ対策技術に関する助言・指導 

 ◇ネズミ対策技術に関する広報、相談窓口の設置 

集落地・農地周辺のネズミ被害の低減 

 ◇カゴ罠、ベイトステーションの無料貸出 

◇河川、道路、集落内園地等の維持管理（草刈り等） 

 ◇住居周辺における対策（ごみステーションの衛生指導） 

 ◇農地内の殺鼠剤購入補助等 

ネズミに関する生態的情報の収集 

 ◇山域におけるネズミ類の増減のモニタリング 

 ◇奥村地区でのネズミ類の増減のモニタリング 

生態系保全のためのネズミ対策 

 ◇希少植物の食害防止措置（東平、石門等） 

[ネズミに関する相談の窓口について] 

＜生活環境での被害＞ 

◇島しょ保健所小笠原出張所      ２－２９５１ 

 ◇村役場環境課            ２－２２７０ 

 ◇村役場母島支所           ３－２１１１ 

＜農作物食害対策＞ 

 ◇東京都小笠原支庁産業課       ２－２１２５ 

◇村役場産業観光課          ２－３１１４ 

＜生態系への被害＞ 

 ◇環境省小笠原自然保護官事務所    ２－７１７４ 

 ◇林野庁小笠原森林生態系保全センター ２－３４０３ 

 ◇東京都小笠原支庁土木課       ２－２１６７ 

[小笠原のネズミのこと] 

外を歩いていると、ネズミが道路などを横切っていくのをよく見かけませんか？ 

父島にはクマネズミとハツカネズミ、母島には加えてドブネズミがおり、これらのネズミは全て外来種であり、生態系被害のほか、食品や農作

物を食い荒らす、家具や配線をかじるなど、私たちの生活にも様々な影響を与えています。 

また、小笠原の世界自然遺産の価値を守る取組としてネコ対策を進めており、アカガシラカラスバトなどが身近になってきたという成果がある

一方で、ネズミの被害や目撃機会が増えたとの声を多くいただいています。これに関しては、ネコ対策のほか、気象やネズミのエサとなる植物の

豊作・凶作などの影響が考えられますが、はっきりとした因果関係は解明されていません。 

無人島では生態系を守るためにネズミ対策が進められており、父島・母島でも対策を考える必要があります。まずは各人で自身の財産を守るた

めの自主防衛と、これ以上数を増やさないための取組が重要です。この具体的な方法などについてお知らせします。 

カゴ罠によるネズミの集落一斉防除を行政機関と関係団体で実施します。なお、近接する住宅や事業所等においても同様の取組を

一斉に行うことで、防除の効果が高まることが期待されます。 

カゴ罠等の貸出（村役場環境課 2-2270・母島支所 3-2111）も受け付けています。ご協力をよろしくお願いいたします。 

実施期間 母島：９月１４日（月）～ １８日（金） 父島：９月２８日（月）～ １０月２日（金） 
一部の行政機関と関係団体の施設において、殺鼠剤を充填したＢＳ設置による防除を試行します。 

試行期間 母島・父島：９月７日（月）～ １０月２日（金） 
期間中はＢＳ周辺にネズミの死亡個体が多く出る可能性があるため、概ね毎日点検を行い、死亡個体は回収する予定です。 

[私たちができること] 

 ■ネズミが生息しづらい環境を整え維持する 

→エサになるものの撤去、夜間のゴミ出しをしない 

 →巣に使われそうな材料の整頓、家周りの草刈り 

 →侵入口になるすきまをふさぐ 

 ■カゴ罠や殺鼠剤、粘着トラップによる捕獲・駆除 

 →カゴ罠、殺鼠剤を入れる ベイト

ステーション（BS）の無料貸出の

活用（環境課・母島支所） 

 →農業者等向けの殺鼠剤・BS 購入

補助※の活用 

（産業観光課） 

※購入方法・要件等は小笠原アイラ

ンズ農協にお問い合わせくださ

い。 

殺鼠剤を使用する際の注意点 

 殺鼠剤は穀物が主成分です。穀物を

好むアカガシラカラスバトやオガサワ

ラカワラヒワなどによる殺鼠剤の誤食

を防ぐため、殺鼠剤を BS に入れる方

法をお勧めします。 

ＢＳに充填した殺鼠剤 

カゴ罠 

ＢＳ設置イメージ 

[ネズミは食中毒菌のかたまり？] 

小笠原では、ネズミをはじめとして、グリーンアノール  などの

爬虫類や淡水魚に、高熱と激しい下痢を引き起こす サルモネラ菌が

潜んでいます。令和元年度に保健所が行った調査でも、クマネズミか

らサルモネラ菌が検出されています。 

 ネズミやそのフンには素手で触らないようにし、もし触ってしまっ

た場合には手洗いをしっかりと行いましょう。 
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【父島】 

資源リサイクル拠点回収 

●場所：村役場第一庁舎横  

●品目： 

✓ 容器包装プラスチック 

✓ 製品プラスチック 

✓ 発泡スチロール 

✓ 紙製容器包装 

✓ 雑誌・新聞・雑紙 

✓ 紙パック 

【母島】 

母島リサイクルステーション 

●場所：母島支所入口    

●品目： 

容器包装プラスチック 

紙パック 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うち

むら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早く

みなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に

 

イルカの伝言板 

 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

小笠原村 

環境課 

2－2270  

村では、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の目標達成のため、省エネやごみの減量化の取組みを進めています。 

目指すはリサイクル率 46％ 

どうしたら目標達成できるのかな？ 

 

拠点回収に参加しよう！ 

リサイクルを進めるには、村民の皆さん一人ひとりの協力が欠かせませ

ん。ご家庭ごとにできるだけ資源物の分別に取り組みましょう。 

 

村では、令和 8 年 3 月に「小笠原村一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」

を策定し、以下の数値目標を掲げています。 

リサイクル率 46％に向けて、村では次の取組みを進めます。 

●ごみの減量やリユースの普及啓発 

●資源化可能な紙類・プラスチック類などの分別を徹底 

●費用対効果を踏まえた資源化品目の追加や拠点回収の強化の検討 

【プラスチック製容器包装】 【紙製容器包装（父島）】 【製品プラスチック】 

【拠点回収における主な資源物の回収量】 ※R７年度は速報値 

149 152 
130 143 137 131 124 

H21 H26 R1 R6 R12 R17 R22

最終処分量 最終処分量（点線用）

[年度]

1,190 1,221 
1,122 1,185 1,182 1,176 1,171 

H21 H26 R1 R6 R12 R17 R22

1人1日当たりのごみ排出量 1人1日当たり～（点線）

[年度]

26.2
​ ​

​ ​
33.9

​ ​
​ ​

42.8

​

​
​
​
37.9

40.5
43.2 46.0

H
21

H
26 R
1

R
6

R
12

R
17

R
22

リサイクル率 リサイクル率（点線用）

[年度]

149 152 

130 
143 137 

131 
124 

H21 H26 R1 R6 R12 R17 R22

最終処分量 最終処分量（点線用）

[年度]H21    H26     R1      R6   R12  R17   R22［年度］ 

  実績 目標 

【小笠原村のごみ量の実績と目標値】 

 

村のリサイクル率は、 

伊豆諸島地域の平均 13.1％（R6 年度）を 

大きく上回っているよ！ 

リサイクル率（％） 

   

汚れがひどいものは 
無理をしないで燃えるごみに出しましょう。 

汚れているもの・匂いのあるものは
リサイクルできません。 
 

1,470
2,250

3,530

0

2,000

4,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

1,320
1,730 1,660

0

1,000

2,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

4,458
6,634 6,714

0

4,000

8,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

1,470
2,250

3,530

0

2,000

4,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

4,458
6,634 6,714

0

4,000

8,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

1,320
1,730 1,660

0

1,000

2,000

R5 R6 R7

(kg)

［年度］

R22年度目標：46％ 

R22年度目標： 

   1,171g/人 日 

1人 1日当たりのごみ排出量 
（g/人・日） 

 

最終処分量（t/年） 

R22年度目標：124t/年 

汚れている場合は 

必ず洗って 

乾かしましょう 

ごみステーションで回収している

資源物については、曜日と品目を

確認して出しましょう。 
ごみの出し方 

村 HP 
 

 

無駄なモノを買わないなど 

まずは、ごみを減らすことから。 

ごみを減らす 
リサイクルの促進 

リサイクルできるかな？ 
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清瀬交差点付近

【問い合わせ先】
小笠原警察署
２－２１１０

車
道
は
左
側
の
み

歩
道
は
相
互
通
行
可

清瀬交差点を横断するときは、
★「歩道」を通行していれば「歩行者信号」
★「車道」を通行していれば「車両用信号」

に従って横断してください。
↑美津   

↓清瀬(交)

歩
道
は
相
互
通
行
可

車
道
は
左
側
の
み

←二見港

奥村グラウンド脇通学路

清瀬交差点での「正しい自転車の横断

方法」を紹介している動画もあるよ。

右にあるＱＲコードで見つけてね！

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
】

【
海

側
】

↓社協

↑漁協

↓漁協

↑社協

赤

赤

青

 車道 を通行している
のに、「車両用信号 に
従わずに横断すると
赤信号無視になります。

歩道を通行し
歩行者信号に
従った横断は○

①青信号で
道路を横断し、
向きを変え赤
信号で停止。

②青信号
に変わった
ら進行する。

対面する信号機の灯火に従って
道路を横断し、向きを変えます。
向きを変えた後、対面する信号
の灯火は赤色なので停止します。

対面する信号機の灯火が赤色
から青色に変わったら進行します。

車道寄りを徐行

歩行者の通行
を妨げる場合
には一時停止

歩道は
相互通行可能

青

青
青

 



入港日 出港日

動物対処室の長期休診（～９/11）

母島巡回労働相談 行政相談所の開設

溺者救助訓練講習申込期間(～9/18) 母島巡回ペット診療・相談

村議会(本会議)

乳幼児健診・歯科健診(父島)

シルバーパス一斉更新締切

都ノヤギ排除

定期予防接種 小笠原村健康診断(がん検診等)事前登録締切

村議会(各委員会・本会議)

東京都児童相談センターによる小笠原地区

巡回相談申込締切/都ノヤギ排除

出港日 入港日

都ノヤギ排除

都ノヤギ排除 原付免許学科試験申込締切

都ノヤギ排除 敬老大会(父島)

全国交通安全運動(～9/30)

入港日 出港日

TOKYO海ごみゼロアクション(～9/16) 交通安全キャンペーン

都ノヤギ排除

都ノヤギ排除

講演会(すみだ水族館と小笠原) 都ノヤギ排除

出港日 シロアリ対策事業(第2回)(母島)(～10/2)

シロアリ対策事業(第2回)申込 育児学級(親子ヨガ教室)(父島)申込締切

(～９/24) 電話による無料法律相談/都ノヤギ排除

都ノヤギ排除 入港日

都ノヤギ排除

昆虫観察会(父島) 皮膚科専門診療(母島)

入港日 皮膚科専門診療(母島)

都ノヤギ排除 育児学級(親子ヨガ)(父島)

母島巡回労働相談

おがっ子アート・スクール

日商簿記申込期間(～10/15)

交通安全講習会(母島)

出港日

講演会(バード・アンダーグラウンド、

化石の鳥たちコンニチハ)(母島)

母島巡回ペット診療・相談 村議会(決算特別委員会)

皮膚科専門診療(～10/4)(父島)

熊本地震災害義援金締切

移動型スマホ教室(父島)

子ども茶道教室申込締切/都ノヤギ排除

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　２日・４日・７日・９日・1１日・1４日・1６日・１８日・２５日・２８日・３０日

16 水

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

火

3 木 18 金

水 17 木2

5 土 20

4 金 19 土

7

日

6 日

月 22 火

21 月

9

8

水 24 木

23 水火

11

10

金 26 土

25 金木

27 日12 土

14

13

月 29 火

28 月日

15 火 水30

9月のカレンダー

敬老の日

秋分の日

国民の休日


